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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　摩擦接合対象の複数の板状部材を重ね合わせて、該各板状部材に互いに対応させて穿設

してあるボルト挿通孔に挿通配置させたボルトの軸部に部材一段接合用ナットを螺着させ

て締め付けて、該複数の板状部材を一段接合する一段階目の接合工程を行い、

　次に、上記複数の板状部材の接合体に、上記一段階目の接合工程で用いたボルトの配置

に応じた個所にボルト挿通孔を穿設した摩擦接合対象の板状部材を、該板状部材のボルト

挿通孔に上記ボルトと部材一段接合用ナットを挿通させるようにして重ねて、該後から重

ねた板状部材の外側から、上記ボルトにナットを本締めする二段階目の接合工程を行い、

　積層したすべての板状部材を、上記ボルトとナットにより摩擦接合する

　ことを特徴とする部材の二段接合方法。

【請求項２】

　上記部材一段接合用ナットとして、軸心方向の一端側に上記ボルトの軸部に螺合させる

ための雌ねじを内周面に刻設した筒状部を備え、軸心方向の他端側に上記ボルトの軸部の

外径よりも大きな内径を有する環状として外周部に工具を嵌合できるようにした工具嵌合

部を備え、且つ上記筒状部と上記工具嵌合部との間を、径方向の肉厚が該工具嵌合部及び

上記筒状部のいずれの肉厚よりも小さい環状の破断部を介して一体に接続してなる構成の

ものを用いるようにする請求項１記載の部材の二段接合方法。

【請求項３】

　上記ボルトとしてトルシア形高力ボルトを用いるようにし、且つ上記部材一段接合用ナ
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ッ ト と し て 、 上 記 工 具 嵌 合 部 を 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト に 本 締 め を 行 う ナ ッ ト と 同 様 の

六 角 形 状 と し 、 且 つ 上 記 破 断 部 の 破 断 ト ル ク を 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト の ピ ン テ ー ル の

破 断 ト ル ク よ り も 小 さ く 設 定 し て な る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト を 用 い る よ う に す る 請 求 項 ２

記 載 の 部 材 の 二 段 接 合 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 軸 心 方 向 の 一 端 側 に ボ ル ト の 軸 部 に 螺 合 さ せ る た め の 雌 ね じ を 内 周 面 に 刻 設 し た 筒 状 部

を 備 え 、 且 つ 該 筒 状 部 の 外 径 は 、 上 記 ボ ル ト に 本 締 め を 行 う ナ ッ ト の 外 径 よ り も 細 い 径 と

さ れ 、

　 軸 心 方 向 の 他 端 側 に 上 記 ボ ル ト の 軸 部 の 外 径 よ り も 大 き な 内 径 を 有 す る 環 状 と し て 外 周

部 に 工 具 を 嵌 合 で き る よ う に し た 工 具 嵌 合 部 を 備 え 、

　 且 つ 上 記 筒 状 部 と 上 記 工 具 嵌 合 部 と の 間 を 、 径 方 向 の 肉 厚 が 該 工 具 嵌 合 部 及 び 上 記 筒 状

部 の い ず れ の 肉 厚 よ り も 小 さ い 環 状 の 破 断 部 を 介 し て 一 体 に 接 続 し て な る 構 成

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ 】

　 上 記 工 具 嵌 合 部 は 、 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト に 本 締 め を 行 う ナ ッ ト と 同 様 の 六 角 形 状 と し

、 且 つ 上 記 破 断 部 は 、 該 破 断 部 の 破 断 ト ル ク を 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト の ピ ン テ ー ル の

破 断 ト ル ク よ り も 小 さ く 設 定 す る よ う に し た 請 求 項 ４ 記 載 の 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 重 ね て 配 置 し た 複 数 の 板 状 部 材 の 一 段 階 目 の 接 合 を 行 っ た 後 、 更 に 別 の 板 状

部 材 を 重 ね て 二 段 階 目 の 接 合 を 行 っ て 、 積 層 し た 部 材 全 体 を 摩 擦 接 合 す る た め に 用 い る 部

材 の 二 段 接 合 方 法 と 、 該 方 法 の 一 段 階 目 の 接 合 に 用 い る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト に 関 す る も

の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 鋼 構 造 物 を 構 築 す る 際 に は 、 ３ 枚 以 上 の 板 状 部 材 を 重 ね て 摩 擦 接 合 し た 構 造 を 採 る 場 合

が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 と こ ろ で 、 た と え ば 、 ３ 枚 の 板 状 部 材 を 重 ね て 摩 擦 接 合 を 行 う 場 合 に は 、 施 工 手 順 の 都

合 上 、 第 １ と 第 ２ の 板 状 部 材 を 重 ね て 接 合 す る 工 程 を 先 に 行 い 、 そ の 後 、 上 記 第 １ と 第 ２

の 板 状 部 材 の 接 合 体 に 対 し て 、 第 ３ の 板 状 部 材 を 重 ね て 更 に 接 合 す る こ と が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の よ う な 手 順 で 接 合 を 行 う 場 合 の 一 般 的 な 手 法 は 、 先 ず 、 第 １ と 第 ２ の 板 状 部 材 を 、

該 各 板 状 部 材 同 士 に 対 応 す る 配 置 で 穿 設 し て あ る ボ ル ト 挿 通 孔 に 挿 通 配 置 し た 高 力 ボ ル ト

と 、 該 高 力 ボ ル ト に 螺 着 さ せ た ナ ッ ト を 用 い て 一 段 階 目 の 摩 擦 接 合 を 行 う 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 次 に 、 上 記 第 ２ の 板 状 部 材 に お け る 上 記 第 １ の 板 状 部 材 と の 接 合 面 と は 逆 側 の 面 に 、 上

記 一 段 階 目 の 摩 擦 接 合 に 用 い た 高 力 ボ ル ト の ボ ル ト 頭 、 又 は 、 ナ ッ ト を 収 容 可 能 な サ イ ズ

の 開 口 部 を 予 め 設 け た 上 記 第 ３ の 板 状 部 材 を 重 ね て 配 置 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 次 い で 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 各 板 状 部 材 と 、 上 記 第 ３ の 板 状 部 材 に 対 応 す る 配 置 で 設 け

て あ る 別 の ボ ル ト 挿 通 孔 に 、 上 記 一 段 階 目 の 摩 擦 接 合 に 用 い た 高 力 ボ ル ト と は 別 の 高 力 ボ

ル ト を 挿 通 配 置 し 、 こ の 別 の 高 力 ボ ル ト に ナ ッ ト を 締 め 付 け る こ と で 、 上 記 ３ 枚 の 板 状 部

材 の 摩 擦 接 合 を 行 う よ う に し て あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 又 、 別 の 接 合 手 法 と し て は 、 予 め 上 記 第 １ と 第 ２ の 板 状 部 材 に 、 互 い に 対 応 す る 配 置 で

ボ ル ト 挿 通 孔 を 穿 設 す る 一 方 、 第 ３ の 板 状 部 材 に は 、 該 ボ ル ト 挿 通 孔 に 対 応 す る 個 所 に 、

高 力 ボ ル ト の ボ ル ト 頭 、 又 は 、 ナ ッ ト を 収 容 可 能 な サ イ ズ の 開 口 部 を 設 け て お く 。 更 に 、

上 記 第 ２ と 第 ３ の 板 状 部 材 に は 、 互 い に 対 応 す る 配 置 で 別 の ボ ル ト 挿 通 孔 を 穿 設 す る 一 方
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、 第 １ の 板 状 部 材 に は 、 該 別 の ボ ル ト 挿 通 孔 に 対 応 す る 個 所 に 、 高 力 ボ ル ト の ボ ル ト 頭 、

又 は 、 締 結 用 の ナ ッ ト を 収 容 可 能 な サ イ ズ の 開 口 部 を 設 け て お く 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 状 態 で 、 先 ず 、 第 １ と 第 ２ の 板 状 部 材 を 、 互 い に 対 応 す る ボ ル ト 孔 に 挿 通 配 置 し た

高 力 ボ ル ト と ナ ッ ト を 用 い て 摩 擦 接 合 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 次 に 、 こ の 第 １ と 第 ２ の 摩 擦 接 合 に 用 い た 高 力 ボ ル ト の ボ ル ト 頭 、 又 は 、 ナ ッ ト を 第 ３

の 板 状 部 材 の 開 口 部 に 収 容 さ せ る よ う に し て 、 該 第 ３ の 板 状 部 材 を 、 上 記 第 ２ の 板 状 部 材

に お け る 第 １ の 板 状 部 材 の 接 合 側 と は 逆 側 に 重 ね て 配 置 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 次 い で 、 上 記 第 １ の 板 状 部 材 の 開 口 部 の 内 側 で 、 上 記 第 ２ と 第 ３ の 板 状 部 材 に 設 け て あ

る 別 の ボ ル ト 挿 通 孔 に 挿 通 配 置 さ せ た 別 の 高 力 ボ ル ト と ナ ッ ト に よ り 、 該 第 ２ と 第 ３ の 板

状 部 材 同 士 の 摩 擦 接 合 を 行 う よ う に す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 第 １ と 第 ３ の 板 状 部 材 を 、 上

記 第 ２ の 板 状 部 材 を 介 し て 一 体 に 接 合 す る よ う に し て あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 と こ ろ で 、 ロ ッ ク ナ ッ ト の １ つ と し て は 、 内 周 面 に ボ ル ト に 螺 合 さ せ る た め の 雌 ね じ 部

を 備 え た ロ ッ ク ナ ッ ト 本 体 の 軸 心 方 向 の 一 端 側 （ 後 端 側 ） に 、 工 具 （ 治 具 ） に よ り 回 転 操

作 す る た め の 回 転 操 作 部 を 備 え 、 且 つ ロ ッ ク ナ ッ ト 本 体 と 、 回 転 操 作 部 と の 間 に 、 所 定 の

捩 じ り 荷 重 で 破 断 す る ノ ッ チ を 備 え 、 更 に 、 上 記 ロ ッ ク ナ ッ ト 本 体 の 外 側 面 に 設 け た リ ン

グ 受 け 部 に 、 空 回 り リ ン グ を 回 転 自 在 に 外 装 さ せ た 構 成 の も の が 、 従 来 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 か か る 構 成 と し て あ る ロ ッ ク ナ ッ ト は 、 工 具 に よ り 回 転 操 作 部 を 回 転 さ せ て ロ ッ ク ナ ッ

ト 本 体 を ボ ル ト に 螺 着 さ せ た 後 、 該 回 転 操 作 部 に 、 上 記 所 定 の 捩 じ り 荷 重 以 上 の 捩 じ り 荷

重 を 付 与 す る こ と で 、 ノ ッ チ を 破 断 さ せ て 、 上 記 空 回 り リ ン グ を 回 転 自 在 に 外 装 さ せ た ロ

ッ ク ナ ッ ト 本 体 を 、 上 記 ボ ル ト に 残 す こ と が で き る と さ れ て い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １

参 照 ） 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 又 、 板 状 部 材 の ボ ル ト 挿 通 孔 に 挿 通 配 置 さ せ た ボ ル ト を 該 板 状 部 材 の ボ ル ト 挿 通 孔 に 脱

落 し な い よ う に 仮 固 定 す る た め の 仮 固 定 ナ ッ ト の １ つ と し て は 、 防 錆 キ ャ ッ プ 一 体 式 の ボ

ル ト 仮 固 定 ナ ッ ト が 従 来 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 か か る 防 錆 キ ャ ッ プ 一 体 式 ボ ル ト 仮 固 定 ナ ッ ト は 、 ボ ル ト を 仮 固 定 す べ き 板 状 部 材 の ボ

ル ト 挿 通 孔 よ り も 軸 心 方 向 の 一 端 側 が 小 径 と し て あ る ボ ル ト 仮 固 定 ナ ッ ト 本 体 の 軸 心 方 向

他 端 側 に 、 ボ ル ト の 軸 部 を 覆 う こ と が で き る よ う に し た 防 錆 キ ャ ッ プ 部 の 開 口 側 端 部 を 一

体 に 取 り 付 け 、 且 つ 上 記 ボ ル ト 仮 固 定 ナ ッ ト 本 体 と 、 防 錆 キ ャ ッ プ 部 と の 境 界 部 分 に 、 両

者 を 切 り 離 す こ と が で き る よ う に し た 切 断 機 構 を 備 え た 構 成 と し て あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 更 に 、 上 記 防 錆 キ ャ ッ プ 部 に お け る 開 口 側 端 部 と は 逆 側 の 非 開 口 側 端 部 の 軸 心 位 置 に 、

レ ン チ 嵌 着 部 を 設 け た 構 成 と す る こ と も 提 案 さ れ て い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ０ ６ ３ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ７ ８ ０ ７ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 と こ ろ が 、 上 記 従 来 の ３ 枚 の 板 状 部 材 を 二 段 階 の ボ ル ト 締 結 に よ り 接 合 す る 手 法 で は 、

一 段 階 目 の 接 合 工 程 と 二 段 階 目 の 接 合 工 程 で 別 々 の ボ ル ト を 使 用 す る た め 、 接 合 に 用 い る

ボ ル ト の 本 数 が 多 く な っ て し ま う 。
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【 ０ ０ １ ８ 】

　 又 、 上 記 接 合 に 用 い る ボ ル ト の 本 数 が 多 く な る こ と に 伴 い 、 接 合 対 象 と す る 各 板 状 部 材

に 穿 設 す る ボ ル ト 挿 通 孔 の 数 が 多 く な る 。 更 に 、 各 板 状 部 材 に は 、 必 要 に 応 じ て ボ ル ト 頭

や ナ ッ ト を 収 容 す る た め の 開 口 部 を 設 け る 必 要 が 生 じ る こ と か ら 、 接 合 対 象 の 板 状 部 材 に

対 す る 上 記 ボ ル ト 挿 通 孔 の 穿 設 作 業 や 開 口 部 を 設 け る 加 工 作 業 に 要 す る 手 間 及 び 時 間 が 嵩

む と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 な お 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た も の は 、 ボ ル ト に 螺 着 さ せ て 所 定 の 部 材 の 締 結 に 用 い た ナ

ッ ト の 緩 み を 防 止 す る た め の ロ ッ ク ナ ッ ト で あ っ て 、 ３ 枚 以 上 の 板 状 部 材 を 摩 擦 接 合 す る

と き に 、 そ の う ち の い く つ か の 板 状 部 材 を 積 層 配 置 し て 予 め 接 合 し 、 そ の 後 、 す べ て の 板

状 部 材 を 接 合 す る よ う に す る 接 合 手 法 に 関 す る 考 え は 、 特 許 文 献 １ に は 全 く 示 さ れ て い な

い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 又 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た ロ ッ ク ナ ッ ト は 、 ロ ッ ク ナ ッ ト 本 体 を ボ ル ト に 螺 着 さ せ た 後

、 ノ ッ チ の 部 分 で 回 転 操 作 部 を 破 断 さ せ て 取 り 除 く こ と が で き る も の で あ る が 、 上 記 ロ ッ

ク ナ ッ ト 本 体 は 、 外 装 し た 空 回 り リ ン グ の 脱 落 を 防 止 す る 必 要 上 、 該 ロ ッ ク ナ ッ ト 本 体 の

後 端 側 に 、 上 記 空 回 り リ ン グ を 係 止 さ せ る た め に 外 周 に 張 り 出 し た フ ラ ン ジ 状 の 部 分 を 備

え る 必 要 が あ る 。 更 に 、 該 フ ラ ン ジ 状 の 部 分 よ り 大 き な 外 径 の 空 回 り リ ン グ が 必 須 の 構 成

要 件 と な っ て い る 。 そ の た め 、 上 記 ロ ッ ク ナ ッ ト は 、 上 記 回 転 操 作 部 の 破 断 後 に ボ ル ト に

螺 着 し た 状 態 で 残 る 上 記 ロ ッ ク ナ ッ ト 本 体 の 外 径 寸 法 を 、 小 径 に す る こ と が で き る も の で

は な い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ た も の は 、 板 状 部 材 の ボ ル ト 挿 通 孔 に 挿 通 配 置 さ せ た ボ ル ト を 脱 落

し な い よ う に ボ ル ト 挿 通 孔 に 仮 固 定 す る た め の 機 能 を 備 え た 防 錆 キ ャ ッ プ 一 体 式 ボ ル ト 仮

固 定 ナ ッ ト で あ っ て 、 ３ 枚 以 上 の 板 状 部 材 を 摩 擦 接 合 す る と き に 、 そ の う ち の い く つ か の

板 状 部 材 を 積 層 配 置 し て 予 め 接 合 し 、 そ の 後 、 す べ て の 板 状 部 材 を 接 合 す る よ う に す る 接

合 手 法 に 関 す る 考 え は 、 特 許 文 献 ２ に は 全 く 示 さ れ て い な い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 又 、 上 記 防 錆 キ ャ ッ プ 一 体 式 ボ ル ト 仮 固 定 ナ ッ ト は 、 防 錆 キ ャ ッ プ 部 に お け る 開 口 側 端

部 と は 逆 側 の 非 開 口 側 端 部 の 軸 心 位 置 に レ ン チ 嵌 着 部 を 設 け た 構 成 は 示 さ れ て い る が 、 該

レ ン チ 嵌 着 部 は 、 ボ ル ト に 螺 着 さ せ る た め の ボ ル ト 仮 固 定 ナ ッ ト 本 体 よ り も 径 が 小 さ い 。

し か も 、 該 レ ン チ 嵌 着 部 は 、 ボ ル ト の 軸 部 を 覆 う た め の 防 錆 キ ャ ッ プ 部 の 非 開 口 側 端 部 に

設 け て あ る た め 、 ボ ル ト 仮 固 定 ナ ッ ト 本 体 よ り 離 れ た 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 そ の た め に

、 た と え 上 記 レ ン チ 嵌 着 部 が 設 け て あ る と し て も 、 上 記 ボ ル ト 仮 固 定 ナ ッ ト 本 体 に 板 状 部

材 同 士 を 予 め 接 合 す る 場 合 の よ う な 大 き な 軸 力 を か け る こ と は 難 し い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 重 ね て 配 置 し た 複 数 の 板 状 部 材 同 士 の 一 段 階 目 の 接 合 工 程 を 行 っ た

後 、 更 に 、 別 の 板 状 部 材 を 重 ね て 二 段 階 目 の 接 合 工 程 を 行 っ て 、 積 層 し た 部 材 全 体 を 摩 擦

接 合 す る 際 に 、 使 用 す る 高 力 ボ ル ト の 数 を 削 減 す る こ と が で き る と 共 に 、 上 記 複 数 の 板 状

部 材 に 対 す る ボ ル ト 挿 通 孔 の 穿 設 等 の 加 工 作 業 に 要 す る 手 間 及 び 時 間 を 低 減 さ せ る こ と が

可 能 な 部 材 の 二 段 接 合 方 法 、 及 び 、 該 方 法 に お け る 上 記 一 段 階 目 の 接 合 工 程 で 用 い る 部 材

一 段 接 合 用 ナ ッ ト を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 対 応 し て 、 摩 擦 接 合 対 象 の 複 数 の 板

状 部 材 を 重 ね 合 わ せ て 、 該 各 板 状 部 材 に 互 い に 対 応 さ せ て 穿 設 し て あ る ボ ル ト 挿 通 孔 に 挿

通 配 置 さ せ た ボ ル ト の 軸 部 に 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト を 螺 着 さ せ て 締 め 付 け て 、 該 複 数 の 板

状 部 材 を 一 段 接 合 す る 一 段 階 目 の 接 合 工 程 を 行 い 、 次 に 、 上 記 複 数 の 板 状 部 材 の 接 合 体 に

、 上 記 一 段 階 目 の 接 合 工 程 で 用 い た ボ ル ト の 配 置 に 応 じ た 個 所 に ボ ル ト 挿 通 孔 を 穿 設 し た

摩 擦 接 合 対 象 の 板 状 部 材 を 、 該 板 状 部 材 の ボ ル ト 挿 通 孔 に 上 記 ボ ル ト と 部 材 一 段 接 合 用 ナ
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ッ ト を 挿 通 さ せ る よ う に し て 重 ね て 、 該 後 か ら 重 ね た 板 状 部 材 の 外 側 か ら 、 上 記 ボ ル ト に

ナ ッ ト を 本 締 め す る 二 段 階 目 の 接 合 工 程 を 行 い 、 積 層 し た す べ て の 板 状 部 材 を 、 上 記 ボ ル

ト と ナ ッ ト に よ り 摩 擦 接 合 す る よ う に す る 部 材 の 二 段 接 合 方 法 と す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 更 に 、 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト と し て 、 軸 心 方 向 の 一 端 側 に 上 記

ボ ル ト の 軸 部 に 螺 合 さ せ る た め の 雌 ね じ を 内 周 面 に 刻 設 し た 筒 状 部 を 備 え 、 軸 心 方 向 の 他

端 側 に 上 記 ボ ル ト の 軸 部 の 外 径 よ り も 大 き な 内 径 を 有 す る 環 状 と し て 外 周 部 に 工 具 を 嵌 合

で き る よ う に し た 工 具 嵌 合 部 を 備 え 、 且 つ 上 記 筒 状 部 と 上 記 工 具 嵌 合 部 と の 間 を 、 径 方 向

の 肉 厚 が 該 工 具 嵌 合 部 及 び 上 記 筒 状 部 の い ず れ の 肉 厚 よ り も 小 さ い 環 状 の 破 断 部 を 介 し て

一 体 に 接 続 し て な る 構 成 の も の を 用 い る よ う に す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 更 に 又 、 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 ボ ル ト と し て ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト を 用 い る よ う に し

、 且 つ 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト と し て 、 上 記 工 具 嵌 合 部 を 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト に

本 締 め を 行 う ナ ッ ト と 同 様 の 六 角 形 状 と し 、 且 つ 上 記 破 断 部 の 破 断 ト ル ク を 上 記 ト ル シ ア

形 高 力 ボ ル ト の ピ ン テ ー ル の 破 断 ト ル ク よ り も 小 さ く 設 定 し て な る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト

を 用 い る よ う に す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 又 、 請 求 項 ４ に 対 応 し て 、 軸 心 方 向 の 一 端 側 に ボ ル ト の 軸 部 に 螺 合 さ せ る た め の 雌 ね じ

を 内 周 面 に 刻 設 し た 筒 状 部 を 備 え 、 且 つ 該 筒 状 部 の 外 径 は 、 上 記 ボ ル ト に 本 締 め を 行 う ナ

ッ ト の 外 径 よ り も 細 い 径 と さ れ 、 軸 心 方 向 の 他 端 側 に 上 記 ボ ル ト の 軸 部 の 外 径 よ り も 大 き

な 内 径 を 有 す る 環 状 と し て 外 周 部 に 工 具 を 嵌 合 で き る よ う に し た 工 具 嵌 合 部 を 備 え 、 且 つ

上 記 筒 状 部 と 上 記 工 具 嵌 合 部 と の 間 を 、 径 方 向 の 肉 厚 が 該 工 具 嵌 合 部 及 び 上 記 筒 状 部 の い

ず れ の 肉 厚 よ り も 小 さ い 環 状 の 破 断 部 を 介 し て 一 体 に 接 続 し て な る 構 成 を 有 す る 部 材 一 段

接 合 用 ナ ッ ト と す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 更 に 、 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 工 具 嵌 合 部 は 、 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト に 本 締 め を 行 う ナ

ッ ト と 同 様 の 六 角 形 状 と し 、 且 つ 上 記 破 断 部 は 、 該 破 断 部 の 破 断 ト ル ク を 上 記 ト ル シ ア 形

高 力 ボ ル ト の ピ ン テ ー ル の 破 断 ト ル ク よ り も 小 さ く 設 定 す る よ う に し た 構 成 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 優 れ た 効 果 を 発 揮 す る 。

（ １ ） 摩 擦 接 合 対 象 の 複 数 の 板 状 部 材 を 一 段 階 目 の 接 合 工 程 で 一 段 接 合 し た 後 、 更 に 別 の

摩 擦 接 合 対 象 の 板 状 部 材 を 重 ね て 二 段 階 目 の 接 合 工 程 を 行 う と き に 、 一 段 階 目 の 接 合 工 程

で 用 い た ボ ル ト と 同 じ ボ ル ト を 使 用 す る こ と が で き る た め 、 積 層 配 置 し た 板 状 部 材 全 体 を

摩 擦 接 合 す る た め に 使 用 す る ボ ル ト の 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。

（ ２ ） 上 記 ボ ル ト の 数 の 低 減 に 伴 っ て 、 上 記 各 板 状 部 材 に 設 け る ボ ル ト 挿 通 孔 の 数 を 削 減

す る こ と が で き る 。 又 、 上 記 各 板 状 部 材 に は 、 ボ ル ト 頭 や ナ ッ ト の 収 容 を 目 的 と す る 開 口

部 を 設 け る 必 要 を な く す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 上 記 各 板 状 部 材 に 対 す る ボ ル ト 挿 通

孔 の 穿 設 等 の 加 工 作 業 に 要 す る 手 間 及 び 時 間 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。

（ ３ ） 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト を 、 軸 心 方 向 の 一 端 側 に 上 記 ボ ル ト の 軸 部 に 螺 合 さ せ る

た め の 雌 ね じ を 内 周 面 に 刻 設 し た 筒 状 部 を 備 え 、 軸 心 方 向 の 他 端 側 に 上 記 ボ ル ト の 軸 部 の

外 径 よ り も 大 き な 内 径 を 有 す る 環 状 と し て 外 周 部 に 工 具 を 嵌 合 で き る よ う に し た 工 具 嵌 合

部 を 備 え 、 且 つ 上 記 筒 状 部 と 上 記 工 具 嵌 合 部 と の 間 を 、 径 方 向 の 肉 厚 が 該 工 具 嵌 合 部 及 び

上 記 筒 状 部 の い ず れ よ り も 小 さ い 環 状 の 破 断 部 を 介 し て 一 体 に 接 続 し て な る 構 成 と す る こ

と に よ り 、 二 段 階 目 の 接 合 工 程 で 接 合 す る 板 状 部 材 に 穿 設 す る ボ ル ト 挿 通 孔 の 径 を 、 上 記

部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト の 筒 状 部 の み を 受 け 入 れ 可 能 な 寸 法 で 形 成 す る こ と が で き る 。

（ ４ ） 更 に 、 一 段 階 目 の 接 合 工 程 で 板 状 部 材 同 士 を 一 段 接 合 す る と き の 締 め 付 け ト ル ク を

、 破 断 部 の 破 断 ト ル ク に よ り 容 易 に 且 つ 正 確 に 管 理 す る こ と が で き る 。

（ ５ ） 上 記 ボ ル ト と し て ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト を 用 い る よ う に し 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ

ッ ト を 、 上 記 工 具 嵌 合 部 を 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト に 本 締 め を 行 う ナ ッ ト と 同 様 の 六 角
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形 状 と し 、 且 つ 上 記 破 断 部 の 破 断 ト ル ク を 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト の ピ ン テ ー ル の 破 断

ト ル ク よ り も 小 さ く 設 定 し て な る 構 成 と す る こ と に よ り 、 該 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト を 、 上

記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト に 、 破 断 部 の 破 断 ト ル ク に 対 応 す る 締 め 付 け ト ル ク で 締 め 込 む 作

業 を 、 シ ャ ー レ ン チ を 用 い て 容 易 に 実 施 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 部 材 の 二 段 接 合 方 法 の 実 施 の 一 形 態 に お け る 手 順 を 示 す も の で 、 （ ａ ）

は 高 力 ボ ル ト と 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト を 用 い て ２ 枚 の 板 状 部 材 を 接 合 し た 状 態 を 示 す 切 断

側 面 図 、 （ ｂ ） は 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト の 工 具 嵌 合 部 を 破 断 さ せ て 高 力 ボ ル ト よ り 取 り 外

し た 状 態 を 示 す 切 断 側 面 図 、 （ ｃ ） は ２ 枚 の 板 状 部 材 の 接 合 体 に 、 ３ 枚 目 の 板 状 部 材 を 更

に 接 合 し た 状 態 を 示 す 切 断 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 部 材 の 二 段 接 合 方 法 の 実 施 に 用 い る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト を 示 す も の で 、

（ ａ ） は 概 略 切 断 側 面 図 、 （ ｂ ） は ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト に 螺 着 さ せ た 状 態 を 示 す 概 略 側

面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 更 に 他 の 形 態 と し て 、 図 ２ の 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト の 応 用 例 を 示

す も の で 、 （ ａ ） は 破 断 部 の 外 周 面 に 周 方 向 に 連 続 し て 延 び る ノ ッ チ を 設 け た 構 成 を 、 （

ｂ ） は 破 断 部 の 外 周 面 に 周 方 向 に 断 続 的 に 延 び る ノ ッ チ を 設 け た 構 成 を 、 （ ｃ ） は 破 断 部

の 内 周 面 に 周 方 向 に 連 続 し て 延 び る ノ ッ チ を 設 け た 構 成 を 、 そ れ ぞ れ 示 す 一 部 切 断 概 略 側

面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） 及 び 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 部 材 の 二 段 接 合 方 法 の 実 施 の

一 形 態 を 示 す も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ こ で 、 先 ず 、 本 発 明 の 部 材 の 二 段 接 合 方 法 の 実 施 に 用 い る 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す 如

き 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ は 、 軸 心 方 向 の 一 端 側 に 、 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 螺 合 さ

せ る た め の 雌 ね じ ３ を 内 周 面 に 刻 設 し た 筒 状 部 ２ を 備 え 、 軸 心 方 向 の 他 端 側 に 、 高 力 ボ ル

ト ６ の 軸 部 ７ の 外 径 よ り も 大 き な 内 径 を 有 す る 環 状 と し て 外 周 部 に 図 示 し な い 工 具 を 嵌 合

さ せ る こ と が で き る よ う に し た 工 具 嵌 合 部 ４ を 備 え 、 且 つ 上 記 筒 状 部 ２ と 工 具 嵌 合 部 ４ と

の 間 を 、 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ の 外 径 よ り も 大 き な 内 径 を 有 し 、 径 方 向 の 肉 厚 ｔ が 該 工 具

嵌 合 部 ４ 及 び 筒 状 部 ２ の い ず れ の 肉 厚 よ り も 小 さ い （ 薄 い ） 環 状 の 破 断 部 ５ を 介 し て 一 体

に 接 続 し て な る 構 成 と す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 上 記 工 具 嵌 合 部 ４ は 、 た と え ば 、 外 形 を 六 角 形 と し て 、 レ ン チ や 、 ボ ッ ク ス レ ン チ 型 の

ソ ケ ッ ト 等 の 図 示 し な い 工 具 を 嵌 合 さ せ る こ と が で き る よ う に し て あ る 。 こ れ に よ り 、 上

記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ は 、 上 記 工 具 嵌 合 部 ４ に 嵌 合 さ せ た 図 示 し な い 工 具 よ り 付 与 さ

れ る 回 転 力 に よ り 、 上 記 筒 状 部 ２ の 雌 ね じ ３ を 、 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 対 し て 締 め 込 む

こ と が で き る よ う に し て あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 更 に 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ は 、 上 記 し た よ う に 筒 状 部 ２ の 雌 ね じ ３ を 高 力 ボ ル

ト ６ の 軸 部 ７ に 締 め 込 ん だ 状 態 か ら 、 上 記 工 具 嵌 合 部 ４ に 対 し て 図 示 し な い 工 具 に よ り 更

に 締 め 付 け 方 向 に 回 転 さ せ る よ う に 荷 重 を か け る と 、 上 記 破 断 部 ５ に 作 用 す る ト ル ク が 該

破 断 部 ５ に 予 め 設 定 し て あ る 所 定 の 破 断 ト ル ク に 達 す る 時 点 で 、 該 破 断 部 ５ が 破 断 し て 上

記 筒 状 部 ２ よ り 上 記 工 具 嵌 合 部 ４ を 切 り 離 す こ と が で き る よ う に し て あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 し た が っ て 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ は 、 上 記 の よ う に し て 破 断 部 ５ を 破 断 さ せ た

状 態 で は 、 上 記 筒 状 部 ２ を 、 該 破 断 部 ５ の 破 断 ト ル ク に 対 応 す る 締 め 付 け ト ル ク で 上 記 高

力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 対 し て 締 め 込 む こ と が で き る よ う に し て あ る 。 一 方 、 上 記 破 断 部 ５

の 破 断 に 伴 っ て 上 記 筒 状 部 ２ よ り 切 り 離 さ れ た 工 具 嵌 合 部 ４ は 、 上 記 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部

７ の 周 り で 空 回 り す る よ う に な る か ら 、 該 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ の 外 周 よ り 簡 単 に 取 り 外

す こ と が で き る よ う に し て あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 更 に 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 記 高 力 ボ ル ト ６ と し て 、 ト ル シ ア 形 の 高 力 ボ ル ト ６

を 使 用 す る 場 合 は 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ は 、 上 記 破 断 部 ５ の 破 断 ト ル ク を 、 上 記

ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ に お け る ピ ン テ ー ル ８ の 破 断 ト ル ク よ り も 小 さ く 設 定 し 、 更 に 、

上 記 工 具 嵌 合 部 ４ の 外 形 を 、 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ に 対 し て 本 締 め す る ナ ッ ト ９ の

外 形 と 同 じ 六 角 形 状 と す る こ と が 望 ま し い 。 か か る 構 成 と し て あ る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト

１ は 、 上 記 工 具 嵌 合 部 ４ を 、 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ に 対 し て 上 記 ナ ッ ト ９ を 本 締 め す る

際 に 用 い る 電 動 工 具 と し て の 図 示 し な い シ ャ ー レ ン チ を 用 い て 回 転 さ せ る こ と で 、 ト ル シ

ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 対 す る 上 記 筒 状 部 ２ の 雌 ね じ ３ の 締 め 付 け を 行 う こ と が で き

、 こ の 際 、 該 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の ピ ン テ ー ル ８ が 破 断 す る 前 に 、 上 記 破 断 部 ５ を 破

断 さ せ て 、 上 記 工 具 嵌 合 部 ４ を 上 記 筒 状 部 ２ よ り 切 り 離 す こ と が で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 次 に 、 以 上 の 構 成 と し て あ る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ を 用 い て 実 施 す る 本 発 明 の 部 材 の

二 段 接 合 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 発 明 の 部 材 の 二 段 接 合 方 法 で は 、 先 ず 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 一 段 階 目 の 接 合 工

程 と し て 、 第 １ の 板 状 部 材 １ ０ と 、 第 ２ の 板 状 部 材 １ １ を 重 ね 合 わ せ 、 該 各 板 状 部 材 １ ０

と １ １ に 互 い に 対 応 さ せ て 穿 設 し て あ る ボ ル ト 挿 通 孔 １ ０ ａ ， １ １ ａ に 、 上 記 第 １ の 板 状

部 材 １ ０ の 外 側 か ら 挿 通 配 置 さ せ た ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 、 上 記 部 材 一 段 接

合 用 ナ ッ ト １ を 、 筒 状 部 ２ 側 か ら 螺 合 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 こ の 際 、 上 記 筒 状 部 ２ の 上 記 第 ２ の 板 状 部 材 １ １ の ボ ル ト 挿 通 孔 １ １ ａ の 周 縁 に 対 す る

接 触 状 態 を 安 定 さ せ る た め に 、 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に は 、 該 筒 状 部 ２ と

同 様 の 外 径 を 有 す る 座 金 １ ３ を 嵌 め て か ら 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ を 螺 合 さ せ る よ

う に す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 次 に 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ の 工 具 嵌 合 部 ４ を 、 図 示 し な い シ ャ ー レ ン チ で 回 転

さ せ る 。 こ れ に よ り 、 上 記 筒 状 部 ２ は 、 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 締 め 付 け

ら れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 次 い で 、 上 記 図 示 し な い シ ャ ー レ ン チ に よ る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ の 締 め 付 け を 継 続

す る と 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 破 断 部 ５ に 上 記 所 定 の 破 断 ト ル ク が 作 用 す る よ う に な

っ た 時 点 で 、 該 破 断 部 ５ が 破 断 さ れ て 、 上 記 工 具 嵌 合 部 ４ が 上 記 筒 状 部 ２ よ り 切 り 離 さ れ

て 空 廻 り す る よ う に な る 。 よ っ て 、 こ の 状 態 で は 、 上 記 筒 状 部 ２ が 、 上 記 破 断 部 ５ の 破 断

ト ル ク に 対 応 す る 締 め 付 け ト ル ク で 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 対 し て 締 め 込

ま れ て い る た め 、 上 記 締 め 付 け ト ル ク に 対 応 す る 軸 力 で 、 上 記 第 １ の 板 状 部 材 １ ０ と 第 ２

の 板 状 部 材 １ １ が 予 め 摩 擦 接 合 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 上 記 筒 状 部 ２ よ り 切 り 離 さ れ た 上 記 工 具 嵌 合 部 ４ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 記 ト

ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ の 外 周 よ り 取 り 外 す 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 そ の 後 は 、 二 段 階 目 の 接 合 工 程 と し て 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 一 段 階 目 の 接 合 工 程

、 す な わ ち 、 上 記 第 １ と 第 ２ の 板 状 部 材 １ ０ と １ １ の 一 段 接 合 に 用 い た ト ル シ ア 形 高 力 ボ

ル ト ６ の 配 置 に 応 じ た 個 所 に 、 上 記 筒 状 部 ２ の 外 径 よ り も や や 大 き な 内 径 の ボ ル ト 挿 通 孔
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１ ２ ａ を 予 め 穿 設 し た 第 ３ の 板 状 部 材 １ ２ を 、 上 記 第 ２ の 板 状 部 材 １ １ の 外 側 に 重 ね て 配

置 す る 。 こ れ に よ り 、 該 第 ３ の 板 状 部 材 １ ２ の ボ ル ト 挿 通 孔 １ ２ ａ の 内 側 に 、 上 記 ト ル シ

ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 残 っ た 上 記 筒 状 部 ２ が 収 容 さ れ る よ う に な る 。 な お 、 こ の 際

、 上 記 筒 状 部 ２ の 軸 心 方 向 寸 法 は 、 後 述 す る よ う に 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７

に 上 記 第 ３ の 板 状 部 材 １ ２ の 外 側 か ら 嵌 め る 座 金 １ ４ の 内 径 が 該 筒 状 部 ２ の 外 径 よ り も 小

さ い 場 合 は 、 該 第 ３ の 板 状 部 材 １ ２ の 板 厚 寸 法 よ り も 小 さ く な る よ う に 予 め 設 定 し て お け

ば よ い 。 一 方 、 上 記 座 金 １ ４ の 内 径 が 筒 状 部 ２ の 外 径 よ り も 大 き い 場 合 は 、 上 記 筒 状 部 ２

の 軸 心 方 向 寸 法 は 、 上 記 第 ３ の 板 状 部 材 １ ２ の 板 厚 寸 法 と 、 上 記 座 金 １ ４ の 厚 み 寸 法 の 和

よ り も 小 さ く な る よ う に 設 定 し て お け ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 し か る 後 、 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 、 座 金 １ ４ を 嵌 め て か ら 、 本 締 め を

行 う た め の ナ ッ ト ９ を 螺 合 さ せ 、 該 ナ ッ ト ９ を 、 図 示 し な い シ ャ ー レ ン チ を 用 い て 、 上 記

ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 締 め 付 け る 。 こ れ に よ り 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、

上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト の ６ の ピ ン テ ー ル ８ が 折 れ た 時 点 で 、 該 ピ ン テ ー ル ８ の 破 断 ト

ル ク に 応 じ た 締 め 付 け ト ル ク で 上 記 ナ ッ ト ９ の 本 締 め が 実 施 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ れ に よ り 、 上 記 ３ 枚 の 板 状 部 材 １ ０ と １ １ と １ ２ は 、 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ に

対 す る 上 記 ナ ッ ト ９ の 本 締 め に 伴 っ て 作 用 す る 軸 力 に よ り 、 一 体 に 摩 擦 接 合 さ れ る よ う に

な る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 部 材 の 二 段 接 合 方 法 に よ れ ば 、 ３ 枚 の 板 状 部 材 １ ０ ， １ １ ， １ ２

の う ち 、 ２ 枚 の 板 状 部 材 １ ０ と １ １ を 一 段 階 目 の 接 合 工 程 で 一 段 接 合 す る と き に 用 い る 高

力 ボ ル ト ６ と 同 じ 高 力 ボ ル ト ６ を 、 第 ３ の 板 状 部 材 １ ２ を 更 に 摩 擦 接 合 す る た め の 高 力 ボ

ル ト ６ と し て 使 用 す る こ と が で き る た め 、 積 層 配 置 し た ３ 枚 の 板 状 部 材 １ ０ ， １ １ ， １ ２

全 体 を 摩 擦 接 合 す る 際 に 、 使 用 す る 高 力 ボ ル ト ６ の 数 を 増 加 さ せ る こ と は な く 、 従 来 方 式

に 比 し て 削 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 こ れ に よ り 、 上 記 各 板 状 部 材 １ ０ ， １ １ ， １ ２ に 設 け る ボ ル ト 挿 通 孔 １ ０ ａ ， １ １ ａ ，

１ ２ ａ の 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。 又 、 上 記 ボ ル ト 挿 通 孔 １ ０ ａ ， １ １ ａ ， １ ２ ａ 以 外

に 、 ボ ル ト 頭 や ナ ッ ト の 収 容 を 目 的 と す る 開 口 部 を 設 け る 必 要 は な い 。 し た が っ て 、 上 記

各 板 状 部 材 １ ０ ， １ １ ， １ ２ に 対 す る ボ ル ト 挿 通 孔 １ ０ ａ ， １ １ ａ ， １ ２ ａ の 穿 設 等 の 加

工 作 業 に 要 す る 手 間 及 び 時 間 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 又 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ は 、 上 記 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト ６ に 対 し て 、 破 断 部 ５

の 破 断 ト ル ク に 対 応 す る 締 め 付 け ト ル ク で 締 め 込 む 作 業 を 、 上 記 シ ャ ー レ ン チ を 用 い て 容

易 に 実 施 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 更 に 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ は 、 破 断 部 ５ の 破 断 ト ル ク の 設 定 に よ り 、 筒 状 部 ２

の 高 力 ボ ル ト ６ の 軸 部 ７ に 対 す る 締 め 付 け ト ル ク を 容 易 に 且 つ 正 確 に 管 理 す る こ と が で き

る 。 よ っ て 、 上 記 第 １ と 第 ２ の 板 状 部 材 １ ０ と １ １ の 一 段 接 合 時 に 所 望 さ れ る 摩 擦 接 合 の

強 度 に 対 応 す る 軸 力 が 得 ら れ る よ う に 、 上 記 破 断 部 ５ の 破 断 ト ル ク を 適 宜 設 定 し て お け ば

よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 次 い で 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） は 本 発 明 の 実 施 の 他 の 形 態 と し て 、 部 材 一 段 接 合 用 ナ

ッ ト の 応 用 例 を そ れ ぞ れ 示 す も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト は 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 符 号 １

ａ で 示 す よ う に 、 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 し た 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ と 同 様 の 構 成 に お い

て 、 破 断 部 ５ の 外 周 面 に 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す 如 き 周 方 向 に 連 続 し て 延 び る ノ ッ チ １ ５ 、 又

は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 如 き 周 方 向 に 断 続 し て 延 び る ノ ッ チ １ ５ を 設 け て な る 構 成 と し た も
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の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 又 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト は 、 図 ３ （ ｃ ） に 符 号 １ ａ で 示 す よ う

に 、 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 し た 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ と 同 様 の 構 成 に お い て 、 破 断 部 ５

の 内 周 面 に 、 周 方 向 に 連 続 又 は 断 続 し て 延 び る ノ ッ チ １ ５ を 設 け て な る 構 成 と し て も よ い

。 な お 、 図 ３ （ ｃ ） で は 、 周 方 向 に 連 続 し て 延 び る ノ ッ チ １ ５ を 設 け た 場 合 が 示 し て あ る

。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 そ の 他 の 構 成 は 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 し た も の と 同 様 で あ り 、 同 一 の も の に は 同 一 の 符

号 が 付 し て あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） の 構 成 の 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ ａ は 、 破 断 部 ５ を 破 断 さ せ る

と き に 、 上 記 ノ ッ チ １ ５ の 位 置 で 破 断 さ せ る こ と が で き る た め 、 該 破 断 部 ５ の 破 断 を 安 定

し て 行 わ せ る こ と が で き る 。 又 、 こ の 破 断 部 ５ の 破 断 が 安 定 す る こ と で 、 個 々 の 部 材 一 段

接 合 用 ナ ッ ト １ ａ の 破 断 ト ル ク の ば ら つ き を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 更 に 、 上 記 破 断 部 ５ の 肉 厚 ｔ （ 図 ２ （ ａ ） 参 照 ） が 一 定 で あ っ て も 、 該 破 断 部 ５ に 設 け

る ノ ッ チ １ ５ の 深 さ を 変 化 さ せ る こ と で 、 該 破 断 部 ５ の 破 断 ト ル ク を 調 整 す る こ と が 可 能

に な る 。 こ の た め 、 一 段 階 目 の 板 状 部 材 １ ０ と １ １ の 摩 擦 接 合 （ 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ）

参 照 ） に 所 望 さ れ る 強 度 が 変 化 す る 場 合 で あ っ て も 、 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ ａ に つ い て

、 破 断 部 ５ の 肉 厚 を 変 化 さ せ る と い う 設 計 変 更 を 行 わ な く て も 、 破 断 部 ５ の 破 断 ト ル ク が

異 な る 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ ａ を 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 の 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 板 状 部 材 １ ０ と １ １ と

１ ２ の 摩 擦 接 合 は 、 ト ル シ ア 形 以 外 の 高 力 ボ ル ト ６ と ナ ッ ト ９ に よ り 行 う よ う に し て も よ

い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 接 合 対 象 と な る 各 板 状 部 材 １ ０ ， １ １ ， １ ２ の 板 厚 寸 法 は 任 意 に 変 更 し て も よ く 、 不 均

一 で あ っ て も よ い 。 又 、 高 力 ボ ル ト ６ は 、 接 合 対 象 と な る 各 板 状 部 材 １ ０ ， １ １ ， １ ２ の

板 厚 寸 法 の 和 と 、 本 締 め 用 の ナ ッ ト ９ の 螺 着 分 を 足 し た 寸 法 よ り も 長 い 軸 部 ７ を 要 す る よ

う に 適 宜 選 定 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト １ ， １ ａ の 工 具 嵌 合 部 ４ は 、 筒 状 部 ２ の 雌 ね じ ３ を 高 力 ボ ル ト ６

の 軸 部 ７ に 締 め 込 む た め の 回 転 力 を 付 与 す る 工 具 を 嵌 合 さ せ る こ と が で き る よ う に し て あ

れ ば 、 該 工 具 の 形 式 に 応 じ て 、 該 工 具 嵌 合 部 ４ の 外 形 を 六 角 形 以 外 の 形 状 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 又 、 上 記 工 具 嵌 合 部 ４ の 外 形 の サ イ ズ は 自 在 に 設 定 し て よ い 。 こ の 際 、 上 記 工 具 嵌 合 部

４ の 外 形 の サ イ ズ と 、 筒 状 部 ２ の 外 形 の サ イ ズ と の 差 が 小 さ い 場 合 は 、 部 材 一 段 接 合 用 ナ

ッ ト １ は 、 該 工 具 嵌 合 部 ４ と 筒 状 部 ２ と の 間 の 破 断 部 ５ を 省 略 し た 構 成 と し て も よ い 。 こ

の 場 合 は 、 本 発 明 の 部 材 の 二 段 接 合 方 法 に お け る 二 段 階 目 の 接 合 工 程 で 接 合 す る 板 状 部 材

１ ２ の ボ ル ト 挿 通 孔 １ ２ ａ （ 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） 参 照 ） を 、 上 記 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ

ト １ の 筒 状 部 ２ と 一 緒 に 工 具 嵌 合 部 ４ を 受 け 入 れ 可 能 な サ イ ズ で 穿 設 す る よ う に す れ ば よ

い 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 本 発 明 の 部 材 の 二 段 接 合 方 法 は 、 複 数 の 板 状 部 材 を 一 段 階 目 の 接 合 工 程 で 摩 擦 接 合 し た

後 、 二 段 階 目 の 接 合 工 程 で 、 更 に 、 別 の 板 状 部 材 を 重 ね て 接 合 す る こ と が 必 要 と さ れ る 場

合 で あ れ ば 、 一 段 階 目 の 接 合 工 程 で 接 合 す る 板 状 部 材 の 数 が ３ 枚 以 上 で あ る 場 合 や 、 二 段

階 目 の 接 合 工 程 で 、 複 数 枚 の 板 状 部 材 を 後 か ら 接 合 す る 場 合 に 適 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 そ の 他 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 種 々 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 １ ， １ ａ 　 部 材 一 段 接 合 用 ナ ッ ト

　 ２ 　 筒 状 部

　 ３ 　 雌 ね じ

　 ４ 　 工 具 嵌 合 部

　 ５ 　 破 断 部

　 ６ 　 ト ル シ ア 形 高 力 ボ ル ト （ ボ ル ト ）

　 ７ 　 軸 部

　 ８ 　 ピ ン テ ー ル

　 ９ 　 ナ ッ ト

　 １ ０ 　 板 状 部 材

　 １ ０ ａ 　 ボ ル ト 挿 通 孔

　 １ １ 　 板 状 部 材

　 １ １ ａ 　 ボ ル ト 挿 通 孔

　 １ ２ 　 板 状 部 材

　 １ ２ ａ 　 ボ ル ト 挿 通 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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